
２月23日(土)，たざわ湖スキー場で行われたモーグルのワールドカップを，５，６年生
が観戦しました。今回も天気に恵まれ，目の前で繰り広げられる世界レベルの戦いを楽し
みました。どのような感想をもったのか，是非ご家庭でも聞いてみてください。５，６年
生の皆さんは，見て感じたことを後輩にも伝えて欲しいと思います。
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一流選手のプレーにふれて…
「FIS フリースタイルスキー ワールドカップ 秋田たざわ湖大会」観戦

“本”にまつわる三つの話
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一番心に残った話は何かな？
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校長先生，読んでみてください！
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２月１９日(火)に行われました今年度最後のＰＴＡと授業参観に出席い

ただきありがとうございました。９５％を超えるＰＴＡ出席率も，本校の

自慢の一つだと思います。当日の授業参観では，ほとんどの学級で，生活科や総合的な学習の

時間，国語などの時間で，子どもたちがこれまでの成長の様子やこれからの抱負を紹介する授

業を行いました。小さいころの写真やクイズなどを交えた発表でした。授業の様子からお子さ

んの成長を感じとっていただけたでしょうか。前号でお願いした感想をまだ受け付けておりま

すので，ご協力の程よろしくお願いします。

PTAへの出席，ありがとうございました

本の表紙に，飼い主を待ち続けるような悲し

そうな顔をしている犬の写真が大きくのってい

ます。ぼくは，何という顔をしているのだろう

と心をひかれました。この本は愛媛県動物愛護

センターという所で，犬たちの命を救うために

働く職員さんのお話です。ぼくは，犬の命を軽

く見ている人たちを腹立たしく思い，命を大切

にしたいと思う職員のせつない気持ちを強く感

じ，考えさせられました。

犬をペットとしてとてもかわいがっている人

は，ぼくの知っている人にもいますが，反面た

くさんの犬が捨てられ，野良犬になって被害を

出してしまうことがあるのは知りませんでし

た。そんな犬たちを愛護センターでは保護しま

す。様々な経路で，こうした犬が送られてくる

のでした。ぼくは，捨てられた命を助けるのは

必要だけど，それよりも捨てられる命をなくす

ほうが大事だと思いました。なぜ，野良犬が増

えるのかというと，飼い主が子犬ができないよ

うにする手術をしていない犬を捨てたり，また

は子犬が一度に何びきも生まれ，育てきれなく

なってどこかに捨てたりするからです。人間の

勝手な事情で殺処分されなければならない犬た

ちがとてもかわいそうで，残こくで，心が苦し

くなりました。これは，飼い主が自分で犬を殺

しているのと同じです。職員の言葉に「この世

の中から犯罪がなくならないように，犬を捨て

る人もゼロにはならない」とありました。犬に

だって，幸せになる権利はあるはずだし，人間

と同じ命をもっているのにです。ゼロにはなら

ないかもしれないけど，一度はかわいがってい

た犬の幸せを考え，少しでもこのようなことが

なくなってほしいと思います。

殺処分は社

会的に問題に

なっていて，

ＮＨＫの「ク

ローズアップ

現代プラス」

でも取り上げ

られていまし

た。

このセンタ

ーで働く人達

の動物に対す

る愛情がとて

も深くて考え

させられます。｢どうせ殺す犬だから」という

気持ちで犬たちを見ている職員はだれ一人とし

ていません。後がない命だからこそ精一杯のこ

とをしてやりたいと考えるのです。殺処分され

るときまで，少しでもストレスをあたえないよ

うにと，最後の最後まで命を尊重する心，守り

たいという気持ちの熱心さに，ぼくは強く心を

打たれました。そして，こんなに優しい心の持

った人達が動物を処分しなければならないとき

は，どれだけ辛い思いをするのだろうと思いま

した。

この本を読んで，命を預かるということの責

任の重さや，命を愛して守ることの大切さを知

りました。ぼくは，犬を飼っていませんが，犬

を飼っている人に伝えたいです。動物は飼い主

を信じ，幸せでいられることを信じています。

どうか裏切らず，最後の最後まで命を愛し，守

ってほしいと思います。

「命の大切さ」
白岩小学６年 Ｔ．
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